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２
月
９
日
に
提
案
さ
れ
た
平
成
30

年
度
神
奈
川
県
一
般
会
計
予
算
案

は
、
前
年
度
比
5.5
％
減
の
１
兆
８
３

２
９
億
円
と
な
り
、
県
議
会
で
の
審

議
を
経
て
最
終
日
と
な
る
３
月
23
日

に
採
択
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

新
年
度
予
算
案
は
「
か
な
が
わ
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
第
２
期
実
施
計

画
」
の
最
終
年
度
と
し
て
、
計
画
に

掲
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
の
予
算
案
と
し
て
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳　
　

入

　

景
気
回
復
の
期
待
が
大
き
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
未
だ
法
人
二
税
の
大
幅

な
増
収
を
見
込
め
ず
、
当
初
予
算
案

と
し
て
は
、
依
然
厳
し
い
歳
入
予
算

と
な
り
ま
す
。

　

歳　
　

出

　

歳
出
の
内
の
義
務
的
経
費
は
、

7.3
％
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、「
県
費
負
担
教
職
員
制
度
見

直
し
」
に
伴
う
財
源
移
譲
に
よ
る
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
県
が
負
担
し
て
い

た
政
令
市
の
教
職
員
給
与
が
市
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
政
策
的
経
費
３
３
４
７
億

円
で
は
、
子
育
て
・
教
育
や
２
年
後

に
迫
っ
た
五
輪
関
連
等
に
重
点
を
置

い
た
配
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
・
教
育
関
係
…
…
…
…

　

県
立
学
校
の
耐
震
補
強
や
ト
イ

レ
洋
式
化
な
ど
教
育
施
設
の
整
備

や
、
教
職
員
の
事
務
作
業
を
担
う

「
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
の
県
立

全
校
へ
の
配
置
な
ど
、
教
職
員
の

働
き
方
改
革
に
も
予
算
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
高
校
授
業
料
を
無

償
化
す
る
制
度
の
拡
大
な
ど
、
教

育
費
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
の
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
幼
稚
園
で
未
就
学
児

を
預
か
る
「
一
時
預
か
り
事
業
」

に
お
い
て
、
受
け
入
れ
対
象
年
齢

を
３
歳
以
上
か
ら
２
歳
以
上
に
広

げ
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が

る
施
策
に
予
算
付
け
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
…
…
…
…
…
…

　

東
京
五
輪
の
セ
ー
リ
ン
グ
会
場

と
な
る
江
の
島
に
「
セ
ー
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
す
る
予
算
を

計
上
ま
た
、
周
辺
施
設
の
整
備
に

も
予
算
を
付
け
ま
し
た
。

経
済
政
策
関
連
…
…
…
…
…
…

　

中
小
・
小
規
模
企
業
の
活
性
化
、

企
業
誘
致
促
進
を
図
る
ほ
か
、
五

輪
・
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
を
観
光
客
誘

致
・
観
光
産
業
発
展
へ
の
好
機
と

す
る
取
組
み
を
促
進
す
る
た
め
の

予
算
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成30年度神奈川県一般会計予算案

1 兆 8329 億円
子育て・教育に重点

　安全で安心なまちづくり
　□地震災害対策の推進　　　　　　　 ＝ 949 億    800 万円
　□防犯カメラ設置・ＡＩ活用の推進　 ＝    35 億 4500 万円
　教育・子ども子育て支援
　□県立教育施設の整備　　　　　       ＝ 267 億 3300 万円
　□就学前児童の一時預かり事業費補助   ＝　 9 億 2900 万円
　□私立高校の実質無償化範囲拡大       ＝　 6 億 6400 万円
　経済活性化
　□中小・小規模企業活性化　　　       ＝   84 億 2200 万円
　□産業集積と海外との経済交流促進     ＝   58 億 9100 万円
　□神奈川の観光魅力づくり　　　       ＝ 　7 億 6400 万円
　健康長寿に向けた取組み
　□未病改善の取組み　　　　　　       ＝ 　5 億 8200 万円
　スポーツ
　□東京五輪・パラリンピック開催準備等 ＝   14 億 6300 万円
　□ラグビーワールドカップ開催準備等   ＝ 　2 億 9200 万円

　3月12日～15日の4日間にわたり予算委員会が開催され、
平成 30 年度予算案に関する質疑応答が行われました。
自民党からの主な質疑内容は次の通りです。

◇　「かながわグランドデザイン第２期実施計画」につ
　　いて
◇　ＡＩ活用型犯罪等発生予測システム推進費について
◇　福祉タクシー車両の導入促進について
◇　地球温暖化への適応策について
◇　待機児童解消の取組について
◇　ともに生きる社会の実現について
◇　橋りょうの耐震補強について
◇　紅葉ヶ丘地域の活性化について

　次年度予算案がより充実したものになるよう心掛け、質
問を行いました。

平成 30年度　主な事業予算委員会より
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　今まさに、県議会において審議中の平成 30 年度予
算案の中にも、災害対策をしっかりと盛り込んでいく
考えです。
＝予定される災害対応力の強化に向けた取組み＝
□訓練施設 (消防学校内 )の整備
　総合防災センターに併設されている消防学校に、
様々な災害現場を再現し、より実践的な救出救助
訓練を行える施設の整備を本格化させる予定です。

□Ｋアラート（仮称）の整備
　Ｋアラートは、県内各消防本部の活動状況をリアル
タイムに共有するシステムで、県や他の消防本部
が素早く異常を覚知し、迅速な相互応援に活かそ
うというものです。

□ビッグレスキューかながわ
　県と市町村、消防・警察・自衛隊などが連携した大
規模な訓練の実施を予定します。

□かながわシェークアウト
　発災を想定し、一斉に身を守る行動をとる訓練で
す。29 年度は 186 万人が参加し、5 年目となる 30
年度は 200 万人の参加を目指します。
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　自民党県議団は、これからも災害対策に全力で取り
組んで参ります。

　東日本大震災から7年がたちました。神奈川県でも、
これまでの対策の見直しや被害予測の周知、発災時の
対応等様々な準備を進めているところです。
　大規模災害が起きた時に、県の応急対策活動の拠点
となるのが総合防災センターです。この県総合防災セ
ンター（厚木）が 3月 1日にリニューアルオープンし、
私も早速視察に行ってまいりました。
　センター内の「防災情報・体験フロア」の地震体験
コーナーでは、東日本大震災を始めとした実際に起
こった地震の揺れを、住宅内・屋外・商業施設内・学
校教室内を想定した映像とともに体験できます。より
リアルな設定により、どのような事態が発生し、どの
ように行動したらよいかという、場面ごとの学習が可
能になります。
　また、津波や火山災害の迫力ある映像が視聴できる
防災シアターや、更にはＡＥＤや避難所の体験ができ
るスペースも整備されました。

　「災害は忘れたころに…」ではなく、常日頃から意
識を持ち準備をしておくことが、命を守り被害を最小
限に減らすことにつながります。一人でも多くの方に
防災センターでの体験を通して防災意識・知識を高め
ていただき、災害時の安全確保に役立ててもらえるよ
う、今後も施設の充実やＰＲに努めて参ります。

平成30年度の県の災害対策

視察　県総合防災センタ－ 
　　　　全面リニューアルオープン

歯及び口腔の健康づくり
　全国初の 「オーラルフレイル対策」

　県では、防犯カメラの
設置を平成 28 年度から
の 4 年間で 800 台とす
る計画を進めていました
が、一年前倒して平成 30
年度までに整備を完了す
ることとなりました。
　その背景には、「治安
対策」を望む県民の声、
とりわけ県内で競技が
行われる 2019 年のラグ
ビーワールドカップや
2020 年東京オリンピック
・パラリンピックの開催
を控え、安全安心に対す
る県民のニーズの高まり
が挙げられます。
　犯罪抑止・治安向上に
つながる防犯カメラ設置に関しては、今定例会の自民
党代表質問で取り上げ、800 台の設置目標達成後も更
なる安全安心なまちづくりのため、一層の設置促進を
図るよう知事に要望しました。

　近年、口腔内の衛生状態は歯周病だけでなく、糖尿
病の要因となったり、狭心症・心筋梗塞などの心臓病
のリスクを高めることが指摘されるなど、歯と口腔に
関する新たな知見が見いだされています。また、噛む
力の低下は全身的な機能低下につながり、まさに「老
化は口から」と言われる所以です。
　オーラルフレイル（些細な口の衰え）対策に関して
は、これまで自民党が提言をしてきた課題であり、平
成 24 年度に施行された「神奈川県歯及び口腔の健康
づくり推進条例」に「歯科検診や歯科保健指導の定期
的な受診の奨励」を新たに追加する形での条例の一部

改正が、今定例会で図られます。
　条例改正が可決されれば、全国で
初めて「オーラルフレイル対策の推
進」が条例に組み込まれることにな
ります。

　高齢者、障害をお持ちの方、妊娠中の方や、ベビー
カーを持った小さい子ども連れ…等々、街中を多く
走る一般的なタクシーでは利用しづらい方がいらっ
しゃいます。そこで、次世代型タク
シーとして注目をされているのが、
みんなにやさしい設計で誰もが使い
やす工夫をしたＵＤ（ユニバーサル
デザイン）タクシーです。
　高齢化が進み、また障害を持った
方の社会進出も増える中、県議会自民党ではＵＤタク
シー導入が「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念

につながるとの考えから、支援策を
県に求めていました。
　今定例会で、車両の改造費に補助
金が付く予定です。
　なお、利用の仕方や料金は一般の
タクシーと同じということです。

防犯カメラの設置 前倒しで整備

ＵＤタクシーの普及推進を　

　

今
定
例
会
で
も
、
県
民
生
活
に

直
結
す
る
様
々
な
課
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
安
全
安
心
」「
健
康
」「
福
祉
」
に

関
す
る
課
題
に
重
点
を
置
い
て
、
ご
報

告
し
ま
す
。

⇒
実
際
に
あ
っ
た
地
震
の
揺
れ
を
、
地
震

時
の
ま
ち
な
か
の
映
像
と
と
も
に
体
験

⇒

六
角
橋
商
店
街
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ


